













































































deric Benham，“I】comeand Product m Under-developed Countries” 







( 3) Milton Gilbert and Irvmg B Kravis, An International Comparison 
ザ NationalProducts and the Purchasing Power of Currencies, Paris, 
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む。残余白地域が農村である。 Bureauof the Census, Census of Housing. 




the Census, 1956 National Housing Inventory, Vol III, Part!, Wa-











(2〕 米国については， Bureauof the Censt日. Census of Housing. 1950, 
Vol I, Part I, p 2.と， 1956National Housing Inventory, Vol. II, 
Part I, p. 15 を見よ。両調査において，住居（dwellingunit）は，「一家
族又は共同生活をする他の集団又は独居する単一個人により分離され，居住区
域として占有され又は占有される筈の一群又は単独の部屋」として定義されて
いる。住居は専用の台所又入口を持っていなければならない。 Census of 
Housing 1950, Vol.I, Part I, p 132 と1956National Housmg lnven-





日本国勢調査報告，第三巻，第1部，東京， 1959,p. 242 による。住居は
居住のため設計した恒久的建造物，又は「恒久的な家庭生活を可能にするよう
に譲渡された建造物，又は独立な家庭生活を可能にするよう分割された建物
の一部」と定義されている。総理府， 日本統計年鑑＇ 1951，東京， 1952, 












建設省建設局， 日本の労働者の住宅問題，東京， 1953,p.45. 及び総理府，
1955年日本国勢調査，第3巻，第一部， p,13. も同様の立場をとっている。
1955年の国連の数字は多少異っており，戸数（単位千戸）は16484.4，都市住
宅9378.5，農村住宅71059となっている。 Statistical O節目 ofthe United 
Nations, Depar回 entof Econ由主icand Social Affai四， Statistical 
Yearbook 1959, New York, 1959, p 544.をみよ。 1958年の資料は総理




1951年日本統計年鑑， p.312ー 13.中の1948年都市農村住居調査や， 1955年日




(4〕 米国については195日年の推計値は， MiltonGilbert and Irving B. I•むa­
vis, An International Comparison of National Products and the 

























(5) 米国については， Bureauof the Census, Census of Housing' 1950 
Vol I, Part !, p 8及び 1956Nat10nal Housing Inventory, Vol II, 






(6) 総理府， 1958年住宅統計調査結果報告，p.9ト 91.の上に郎、た一人当たり
畳分布から得た第一・第三四分位数平均に対する四分位偏差の比（乏与三！＿）
¥ Q、＋ ' I
から算出。
( 7) Bureau of the Census, Census of Housing' 1953. Vol‘I, Part I, 









日本については， 1955年の資料は Officeof the United Nations, Depar-
加1entof Economic and Social A耳目白， StatisticalYearbook' 1959, p. 











（芸壬色）勺干ア 1から算出。米国については， 1950年。資料は， Censusof Hou-Q，十Q,I 
sing, 1950, Vol. I, PaてtI, p 7から， 1956年の資料は 1955National 
Housing Invent冶ry,Vol. Il, Part I, p.16.から得られた。
日本については，1955年の資料はStatisticalOffice of the United Nations, 
Statistical YeaTbook, 1959, p. 544ーから， 1958年の資料は総理府， 1958
年住宅統計調査結果報告， p.63.からとった。
(9) 米国については， Bureauof the Census, Census of Housing 1950, 
Vol I, Part I, p. 2.及び 1956National Housing Invent冶ry,Vol Il, 




(10〕 米国については， Bureauof the Census, Census of Housing. 1950, 
Vol I, Part I, p.8及び 1956National Housing Inventory, Vol Il, 
Part I, p. 15.の資料から得た累積頻度分布より推定。数字は空家を含む報告
された全住居についてである。農村住宅中，老桁農家住宅が比較的多数あるこ
とは，新設非農家農村住宅が割合多いことで打ち消されている。





(11) 米国については， Bureauof the Census, Census of Housing' 1950, 
Vol. I, Part I, p. 9.吉見よ。パーセY;f"-i/は空家を含む報告された全住居
に基づく。
日本については， 1950年の数字は，一九豆一年五月一日に行なわれた調査に





(12）米国については， Bureauof the Census, Census of Housing. 1950, 
Vol. r.Part r.p. 6.及び 1956National Housing Inventory, Vol. II, 
F副 I,p. 17.を見よ。パーセシトは空家を含む報告された全住居に基づく。
日本については，総理府，日本統計年鑑 1952, p.159.及び日本統計年銭
' 1958, p. 195.及び「国民生活白戦後の変化」， OrientalEconomist, Vol. 






















(13) Bureau of the Census, Census of Housing. 1950, Vol. I, Part !, 
p 6及び 1956National Housing Inventory, Vol II, Part I, p 17ー
を見よ。ノミー セY;Tー ジは空家を含む報告された全住居に基づく。
(14) 1953年7月31日に東京の住居中18.5パーセシトが水洗便所を持っていた。




(15）米国については， Bureauof the Census, Census of Housing 1950, 










(16) Bureau of the Census, Census of Housing' 1950, Vol. I, Part I, 
p. 6.及び 1956National Housing Inventory, Vol. II, Part I, p. 17 
を見工。ノミー セYfは空家を含む報告された全住居に基づく。
(17〕 米国については， Bureauof the Census, Census of Housing, 1950, 
Vol. !, Part I, p 9 及び Deparむnentof Co回田町ce,Statistical Abs-




日本については，総理府，日本統計年鑑， 1954,1955-56, 1957, 1958, 1959 
の各 p.204, 196, 192, 194, 197を見よ。数字は有人住宅町パーセシトとし
ての家庭用公共ガス使用者数を示す。使用者数は歴年末。数字から内掃して得
た1950年・55年・58年の10月1自の推定値である。



































































1934-36 195叫1) 1953 1955 1957 1959 
項 日
日本｜米国 日本1米国 日本｜米国 日本｜米国 日本｜米国 日本｜米国
1. 賃 貸 料（2) 8.2 13 6 2.8 10.9 3 8 11.8 4.2 12.0 4 6 12.4 5 0 12 9 
2 住居運営費（司 7.7 10 0 7.4 10.9 7 6 9 8 7.7 10.1 8.6 9 8 9.8 9.6 
家具・設備・水道 (3.0) (5.6) (3.4) (7.6〕 (3.7) (6.6) (3.9) (6.7〕 (4.8) (6.3) (6.2) (6.1) 
光 熱 (4.7) (4.4) (4目0) (3.3) (3.9) (3.2) (3.8) (3.4) (3.8) (3.5) (3目6) (3.5) 
3. 食料・飲料・煙車 40 0 31.1 62.0 30 6 55 9 30.3 53.8 28.5 51 0 28.7 48.6 27 2 
4. 衣 類 10.1 12.4 8.5 12.2 9.1 11.5 8.1 11.1 8.4 10.5 8.1 10.5 
5. ~＊ の イ山 34.0 32.9 19.3 35 4 23.6 36.6 26 2 38 3 27.4 38.6 28 5 39.8 
dロ"- 言「 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
説 (1) すべての年は暦年である。 1950年のみは日本は4月1日にはじまる会計年度である。
( 2) 自己所有家屋に帰属された賃貸料を含む家屋賃貸料（spacerent）を示すロ
( 3) 日本の国民所得会計においては住居（Housing）の見出しに賃貸料と共に含まれている。
資料源泉米国.1934-36年については， Departmentof Commerce, National Income. 1954 Edition, Was)ungton, 
D C., 1954, p. 206-208. 1950・1953・1955・1957年については， Departmentof Commerce, 
National Income, 1957 Edition, p. 150-51。1959年については， Departmentof Commerce, 















































































































































瞬間I~計｜公／lf 合 ~H~~~（4f;計（公営 l 合 Jl
24 155 81 236 41 6 208 1 2日9
35 339 120 459 69 83 662 8 670 
1947 66 578 48 626 229 211 846 3 849 
1948 37 691 50 741 294 102 914 18 932 
1949 9 328 42 370 364 105 989 36 l,025 
1950 69 286 52 337 487 200 1,352 44 1,396 
1951 55 204 42 246 264 149 1.020 71 1,091 
1952 67 229 44 273 280 141 1,069 59 1, 127 
1953 68 234 68 302 252 157 1.068 36 1,104 
1954 61 251 60 310 276 307 1.202 19 1,220 
1955 73 323 79 402 277 393 1,310 19 1.329 
1956 90 370 76 446 189 271 1,094 24 1,118 
1957 101 381 88 470 168 128 993 49 1,042 
1958 110 418 84 503 295 102 1,141 68 1.209 








米国， Department of Co皿血町・ce,Statistical Abstract of the 
United States, 1953及び 1959,p. 754及び 761ー による Federal
Housmg Ad血 inistrat1on,v.回世田SAd四inistratton, Depart田ent
of工aborの資料及び Departmentof Comm町ce, Construction 
Review, Vol 6, No.3, March, 1960, p 22及び25。1950年迄の VA
住宅資料はHousingand Home工心anAgen可， FifthAnnual Re-


















住宅の種類 日平本地均域（1規月明諜間家年住屋〕宅｜賃当米貸た国料り（~何1都O市年） 寄処市地分域所平得均中勤の労パ者ー家セ計γ月ト（間Z) 
日本（1抑制問（19畔〕
私 有 1471円 6 2 
公 有 889 3.7 
会社給付 428 1.8 
平民部間住宅屋中の借数均






米国， Gilbert及び Kravis,op. cit., p. 141. 中の都市住宅当たり年間
平均家屋賃貸料の推計に基づく。












米国：可処分所得の数字は Departmentof Labor, Bureau of Labor 





































































of Cα回血erce,Boreau of the Census, Historical Statistics of the Uni-




















( 8) 建設省，日本の労働者の住宅問題， p.21. 
( 9) 総理府， 1958年住宅統計調査結果報告， p.172-730 
(10〕 1940年に米国住宅の81.9パー セγトが木材を家屋の表面の材料として使っ
264 
ていたCDεpartmentof Commerce, Bureau of the Census, Sixteenth Cen-
sus of the United白血tes:1940, Housing, Vol I, Part I, Washing 
ton, D. C., 1940, p. 9.〕。 1955年には第14半期のすγプノν調査は非農家単独
家計の住居の着工数の77パーセyトは7Vー ム建築で， 29パーセシトは表面に
木材を用いていた（Departmentof Labor data reported in Department of 





(12) 総理府， 1958年住宅統計調査結果報告， p.9ι－91司の資料から露出。
(13〕 NathanStraus, Two-thirds of a Nation. A Housing Program, 
Ne、vY町k,1952, p. 5--6. を見よ。叙述り最後D部分はいささか誇張はされ
ているようである。非農家住宅着工数は， 1920年から29年に至るまで非農家家
計増加数より l,334,000戸だけ多かった。しかし大不況と第二次世界大戦が
1930年から49年の聞に5,506,000戸の不足を生み出した Departmentof La -
bor, Bureau of Labor Statistics, Economic Forces in the U.S.A. in 
Facts and Figures, Washington, D. C., 1957, p. 84.〕。
(14〕 Housingand Home Finance Agency, Twelfth Annual Report, 












(17) 総理府，戦後1946 1955年にお貯る我が国家計所得・支出，東京， 1956年
3月， p.161.及び 166.を見よ。
(18) Department of Co皿田町ce,Statistical Abstract of the United Sta-
tes 1959, p. 333.を見よ。










































(27) Study of Consumer E玄penditure,,Incomes, and Savings, Vol 





(29〕 総理府統計局，統計月報，第94号， 1957年10月， p.44. を見よ。




(32) 総理府，日本統計年鑑， 1952及び59,p. 31ふー 19.及びp.39ト 91.のセ
シセス資料による。













んでいる（Dep師団entof Co皿皿erce,Statistical Abstract of the Uni-
ted States, 1959, p 771.）。
(42) 建設省、，日本の住宅， p.27.
(43) 米国の Depart四entof Co回田町ce,Statistical Abstract of the Uni-










居住の着工住宅当たり平均建設費を Departmentof Co回田町・ce,Statistical 
Abstract of the Umted States : 1959, p. 762所載の数字から採り， De-
part田 entof Lab町， NewHousmg and It’s Materials: 1940ー 1956,








































































































7米7 （国14) 15 
加重平均 日本















































































賃 貸 料 国 I 日本下限｜ 日本上限 ｜ 日本平均
住居当たり (1) 
ドルで表わした金額 385. 50ドノレ 77.10ドノν 115.65ドJν 96.40ドノレ
パーセ γ ト 100 20.0 30.0 25.0 
一人当たり (2) 
ドルで表わした金額 117.60ドル 13.70ドJν 20 50ドノレ 17.10ドル
ハーセ 3ノ ト 100 11.6 17.4 14.5 
Jロ,_ 
(3) 
ドルで計表〈わセ単し位たγ百金万額ト〉17, 726.4ド，ν1,139.2ドノν1, 708 8ドル 1,424.4ドJレ
ノミ 一ー 100 6 4 9.6 8 0 
















米国 100 100 Ii 7 , ,. ;<(l) 49 49 
英国 94 84 イF9 7(2) 32 25 




















I 9•o 年の米国｜ クエイ f（的
特 徴｜月別平均契約家室｜日本c1955)I米国α%の
1私芳埋亘及び｜ I ls) I 
水洗便所っき｜ 36.57ドル I s I 81 
2水活司き，水｜ ｜ 門 司洗寝前五t,"'I 1s.11ドル I 21 12 
出 I I I (19) 
3水道なし｜ 9.71ドル ｜ 判 7 




























1950 100 100 100 83.4円
1951 136.6 104.0 131.3 109.5 
1952 163.1 108 4 150.5 125.5 
1953 206.4 114.1 180.9 150.9 
1954 232.0 118.l 196.4 163.8 
1955 257. 7 119.8 215. l 179.4 
1956 295.6 122.0 242.3 202 1 
1957 327.8 124.3 263 7 219.9 
1958 359.8 126.6 284 2 237.0 
1959 398.7 128.4 310.5 259 0 
資料源泉と注・（1) 195日年基準の消費者物価調査賃貸料指数は，総理府統計局，
家計支出調査報告・ 1959，東京， 1960,p.189.による。
白，） Department of Labour, Bureau of Labor Stat;sticsの1950年
基準賃貸料指数。資料は， BureauofLabor StaUstks, Cons-
umer Prices in the United States 1953ー 1958 Price 
Trends and Indexes (Bullet;n No 1256), WasMng作：on,
D. C., 1959, p 45，及び TheBoard of Governors of the 
Federal Reserve Syste四の月刊 FederalReserve Bullet-



































のパーセシトで示した。最後の数字は Gilb出と Kravis,!op. cit, p.141 に
よる全米国住宅の平均年間家屋賃貸料の推定値である。








{5）渡部経彦及び小宮隆太郎， "Fmdings from Price Comparison< Princ1pa-
lly Japan vs. the United Stat田ヘ Weitwirtschaftliches Arc hi v, Band 
81 Heft !, 1958, p. 81-96, 
(6) lb1d • p. 82, 
廿）第E節註1を見よ。
(8）渡部及び小宮， op.cit., p. 82。
(9) これ等の資料は又 Gilbert及び J(ravisが欧米住宅比較に際して用いた。我
々の手続きも Gilb町t及び Kravisが用いたものに多くを負っている。
側 Departmentof 白四merce, Bureau of the Census, Sixteenth Census 
of the United States, 1940, Housing, Vol. IJ, Part I, Washington, D. 



















側 Gilb町t田 dKravis, op. cit., p.141. 
278 























































































































































(1〕Dep回目白tof ω田田町・ce, Statistic渇lAbstract of the United 
Stat四 1959,p.10, 167-69. による1950年人口資料と1921年から5日年の気温資
料から算出。
日本米国における戦後白住宅事情 283 
(2〕総理府，日本統計年鑑： 1958, p.5, 14ー 15.の1950年人口資料と1957年
気温資料より算出。
( 3）三菱経済研究所， JapaneseTrade and Industry: P四 sentand 















習慣が教えてくれると力説している。」（TheComplete Journal of Townsend 
Harris, Introduction and Notes by Mario E. Cosenza, New York, 1930, 
p.252），混浴の習慣は今日では相当影を消している。
(8) Am町 icanPublic Health Association, Planning the Home for 
Occupancy, Public Admmistration Service, Chicag叫 1950,p 15. これは
LoU!s Wmnick, American Housing and its Use. The Demand for 
























































1950 960 601 
1951 1012 646 
1952 1040 626 
1953 1023 632 
1954 1081 618 
1955 1115 627 
1956 1178 609 
1957 1231 631 
1958 1222 620 
資料源泉及び註＇（ 1)-Department of Commerce, Statis位日I Abstract of 
the United States for 1956 and 1959, pp 774 and 762 
63.中。 Departmentof Laborの資料及び Housingand 
Home Finance Agency, Annual Reports for 1951, 1954 
1955, 1956, 1958, pp. 278, 221, 1臼， 110,113.中のFHA
資料より算出。 資料は都市及び農村非農家住宅についてであ









































































(1) 末東白詣建京住築19住資50宅年~）月 (2〕一一一一 一一一－ I句 作）Jf'. 建築材料卸売物価 都市宅地価格 都東市京（勤4労〕者所得一人所得当たり国 賃貸料 1946-100 
1946 = 100 = 100 1950年9月＝100 1946=100 1946=100 全都市東京
1934-36 6 1.5 4 4 
1946 100 100 100 100 100 
1947 338 235 260 133 132 
1948 766 576 515 246 ・224 
1949 1083 721 703 '.49 346 
1950 1263 (100) 100 100 ・sos〔100) S54 (100〕 636 (100) 474 (1凹〉
1951 1861 (147) 150 130 970 (120〕 10里5(127) S69 (137) 629 (133〕
1952 2035 (161) 162 185 1198 (148〕 1219 (143〕 1038. (163) 田7(145〕
1953 2428 (192) 187 317 1495 (185) 1368 (160) 1313 (206) 861 (182) 
1954 2537 (201) 205 407 1750 (217) 1430 (lpS) 1475 (232) 10日0(211〕
1955 2339 (185) 201 462 18凹（2剖〉 1533 (180) 1639 (258) 1111 (234〕
1956 2516 (199) 204 542 1875 (2321 1705 （初O) lSBO (296) 1263 (266) 
1957 2794 (221) 221 653 2044 (253〕 1田4(221) 2085 (32S〕 1382 (291) 
1658 26叫〔206〕 218 811 2157 (267) 1897 (222) 2289 (360) 1631 (344) 
1959 2667 (211) 228 1001 2247 (27S) 2181〔却の 2536 (399) 1920 (405) 
資料源泉及び註・（1) 日本銀行，本邦経清統計年報.1959，東京1960年， p.269,
(2）経済企画庁，日本経済の概況・ 1959ー 1960,p344.中の建設業OR協会資f市こよる。 1951年から59年の
数字は3月と9月の平均値を表わす。
（日）経済企画庁，日本経靖の概況・ 1955ー 1956, 1959 19印， p.29（附表〉及びP・ 344中の各年9月につ
富
いての日本不動産研究所資料。
総理府，日本統計年鑑・ 1950,1953, 1958, p 342---43, 346-47, 376-77，及び日本銀行， op.cit, 
p.281。1946年から48年目指数は東京都統計局調査に基づき総理府資料による1948年から59年の指数に
つぎ足したものである。


















































































































(1）建設省，住宅局，日本の労働者の住宅問題，東京， 1953,p. 5ー し









は独立生活を営む個人」と定義されている〔総理府， 日本統計年鑑・ 1958, p.3 
7.) 











ω総理府，日本統計年鑑， 1952・53・57・58・59年IJ)p.144, 176, 180, 178-
180, 184の資料に基づく。変動は部分的民農村の都市への編成替えを反映Lてい
294 
1同経済企画庁，日本経済概，兄＇ 1955-56, p. 202.推定値は1人当たり畳数に基
づく。




間不足原因についての議論は，建設省，日本の労働者の住宅問題， p. 6 7R 
び経済企画庁，日本経済概況， 195長一56, 1956-57, 195宇部， 1958-59,
p 202, 256-60, 28か－82,294・ 95.を参照。
日呂 田本経済概況・ 1959 60, p.122-23。
日曲第I節， p.121を参照。















倒経済企画庁，日本経粛の概況＇ 1958-59. p. 294, 
間経済企画庁，日本経斎の概況・ 1956ー 57,p. 260, 


































































































新宅費着用の工平住（均1) 規整た浪を費錨用の調［し日） 非住費農宅用家白着平工均2 規を用模宅のし調た整但酔貸］ 米住羅均国宅規計で模値の費日平本（用叫
158, 658円i202, 982 円
円ドノレ ドノν ドルl
1950 8,450 8,898 2,225 91.2 
1951 210,383 250,537 9,000 8,991 2,248 111.4 
1952 272,855 335,331 9.075 8,821 2,205 152.1 
1953 339,705 413,293 9,525 9,411 2,353 175.6 
1954 377,657 469,949 10,250 9,584 2.396 
1955 401, 385 491,936 10, 950 9,932 2,483 198.l 
1956 4日6,900 512,771 11,725 10, 060 2,515 203.9 
1957 455,820 555,506 12,225 10,037 2,509 221.4 





侶：） Department of Labor, Bureau of Labor Stat協同， Nonfarm















Postwar Housing in Japan and the United States: 
A Case Study in International Comparisons 
By Alan H. Gleason 
This study 1s part of a larger project comparmg the levels of 
living of Japan and the United States. It is also a case study 
designed to test an eclectic method combining a variety of statis-
tical comparisons with an evaluation based on variations in en-
vironmental needs and cultural patterns. 
In Section I, Japan is shown to have a substantial de自ciency
relative to the United States with respect to dwelling units per 
capita, persons per roo皿，宜oorspace per person, and al basic 
facilities, except for electricity where Japan is super10r The rela-
tive importance of the rental value of housing in national con-
sumpt10n exp田 ditureshas been considerably les in Japan in recent 
years than in the United States. But it is contended that part of 
this difference IS due to an山1derstatementof rent in the Japanese 
national accounts amountmg to an estimated 49% m 1950 The 
relative rent burdens of urban worker families in the two countries 
are also discussed. 
Sect10n II attempts a partial Gilbert and Kravis type of 
monetary comparison by estimatmg, for 1950, the space rental 
value of an average Japanese house m terms of Umted States 
rents. The result is 25% of the space rental value of the average 
American dwellmg for 1950 as estimated by Gilbert and Krav1s. 
Comparisons are also made with the United Kingdom, France, 
Italy, and West Germany. The housing rental value purchasing 
power equivalent of the yen in te口nsof the dollar is estimated at 
¥83. 4=$1 for 1950. Adjusting by the ratio of Japan to U.S. 
urban rent mdexes, this figure reaches苦259.0=$l in 1959 owing 
to the very rapid rise in rents in Japan. 
Section III interprets the preceding statistical data m the 
light of the dif1町 encesin chma te回 dway of life of the two 
300 
countries. The design and hght construction of the Japanese house 
reflect a milder climate and high町 hunudityf町 themaiority of 
the populat10n. High e血c1encyin space use helps to compensate 
for smaller size. Special techniques of heating offset, m part, lack 
of msulation and high fuel cost In general, these factors make 
the gap in housmg welfare between Japan and the United States 
les than is implied by the qu回 titat1vemeasures. 
Section IV analyzes comparative postwar housing trends in 
Japan and the Umted States. Particular attention is paid to the 
development of the ser10us housing shortage in Japan and the 
measures taken to solve 1t. Relative chang田 indwellings per 
capita, space per person, various facilities, and rents in the two 
countries are discussed. Japanese progress, while slow between 
195日and1955, bas speeded up since 1955 with the aid of unusual 
business prospen ty and阻 expandinggovernment program. Sena国
deterrents have been an extraordinary rise in urban land pnc田，
high mterest rates, and an madequate system of private home 
白nancing. With the United States steadily improving its own 
housing situat10n, it appears that an even stronger government 
effort is nec田saryin Japan if a signi五cantreduct10n in he• relative 
de自ciencyis to take place 
(Note The ful English version of this study is be1ng published by the 
Center for Japanese Studies of the University of Michigan ) 
